
 情報ぎゃらりー 第２６号 ９ 
 

 
 
 

ナム人仲間が心身共に成長してきた
のでことしはベトナム人自身の手で
すべてを取り仕切ってみようとのＮ
ＧＯの方針により協力出演の依頼は
無かった。 小生はマリスト学園の近
くに居住している国際部会の一部員
だが、偶然出会ったガさんから「テ
トに来て頂戴よ」と声をかけられた
ので顔を出してみた。従来同様の盛
況で難民事業本部の顔なじみも家族
連れで参加していた。 
 ことしの「テトの集い」について
は 偶然会ったガさんから個人的に
知らせて貰うまで小生は開催情報に
接し得なかった。“わ”本部には「テ
トの集い」の案内を郵送済みとのガ
さんの話に間違いがなければ、恒例
行事ゆえ国際部会の例会議事録に一
言ＰＲして部員の参加勧誘を募る手
だてを打ってあげると例会欠席者に
も情報が伝わり“わ”としてのＮＧ
Ｏに対する気遣いや親切心が発揮で
きるのではなかろうか。“わ”のＮＰ
Ｏ法人化の事業目標には「外国人へ
の生活助言・支援事業」が謳われて
いるのだから数年来のお付き合いが
ある“ＮＧＯベトナム in ＫＯＢ
Ｅ“との友好関係を緊密化する心遣
いが“わ”のメンバーには課されて
いるのではなかろうかと“情報ギャ
ラリ－”への寄稿を依頼された機会
に一言私見を呈します。 

◆ 

春日野道まちづくり協議会
でマジックを披露 

音６-中 湯口 澄比古

 中央区八雲通にある市立春日野道
地域福祉センター、八雲児童館にて
2 月 21 日(土)地域の高齢者に婦人会
も参加し、約５０名の方々が“ふれ
あい食事会”を開き、それにお招き
を受け出席をしました。マジックク
ラブ代表の中川安庸さん(生環６
期)、森田明朗さん(国際８期)、浅原
サチ子(福祉８期)そして司会進行役
に湯口澄比古の４名です。もちろん
マジックでボランティアをさせてい
ただきました。 
 会場へ着くと先ず食事を皆と一緒
にと誘われ、ご馳走になりました。
にわか作りの舞台、つまりテーブル
を使い３人が交互に妙技を披露しま
した。車椅子の老人ホームでは、拍
手も無く笑声も聞けず静かな雰囲気
でしたが、ここでは皆元気な高齢者
ばかりで、少しでもトチればヤジも
飛び、妙技には歓声と拍手、笑い声
もわき喜んで貰ったひと時でした。
 福祉センターの世話役の方に、ネ
タを変えてまたやって下さいと、お
礼の言葉と共にお願いされました。
健常な高齢者の人たちへのボランテ
ィアはやはり少し気を使いますが、
反応もはっきりあり、それなりにや
り甲斐があるものだと思いました。
 

在日ベトナム人が祝う旧正
月「テトの集い」について 

国６-国 十倉 康夫

 “わ”国際部会では在日ベトナム
人が組織する“ＮＧＯベトナム in 
KOBE”と数年来のお付き合いを保
っているので、同ＮＧＯ主催の彼等
が祝う「テトの集い」について従来
からの経緯を含めて参考までにご披
露します。 
 兵庫県下、特に神戸市内には多く
のベトナム出身者が在住している
が、彼等は２００１年にベトナム人
自身の自助組織として“ＮＧＯベト
ナム in  KOBE”を立ち上げた。当
初ＮＧＯ代表者は在日約２０年のマ
ン（Man）牧師であったが、昨年在
日約２０年の女性ガ（Nga）さんが
引継いだ。ＮＧＯ傘下の同胞と言っ
ても在日経験年数の長短、老若年齢
差による考え方の違い、母国語に疎
遠な日本生まれの新世代、資金集め
の苦労、機関紙発行等仲間の啓蒙や
組織固めにガさんは多忙な様子。 
 国際部会では難民事業本部関西支
部（外務省の外郭団体）の紹介によ
り創設間もないころＮＧＯ本部（長
田区の鷹取カトリック教会内）を訪
問、我々として無理なくできるボラ
ンティア活動をマン代表と打ち合わ
せた結果、娯楽が少ない高齢者をシ
ルバーカレッジ学園祭に招くこと、
ベトナム産品を販売して彼等の資金
造りにいささかの協力をすることを
打ち合わせ、２００１年の学園祭か
ら実行。昨年の学園祭まで計３回、
国際部会男女部員の協力によりベト
ナム春巻・ベトナムコーヒー等を来
場者に飲食して頂けるようになりガ
さんに喜んでもらっている。 
 表題のベトナム人が祝う旧正月
「テトの集い」は、同ＮＧＯがマリ
スト国際学校（須磨区）を借り、ベ
トナム人３百人位に邦人仲間も加わ
って毎年新春に開催。この「テト」
の催し物には、国際部会の有志や文
化部会メンバーの協力も得て手品・
新舞踊等の演目を披露し昨年、一昨
年ともに好評であった。若手のベト

▲紙芝居もあって… 

▲民族衣装のショー 


